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　４月２６日に第２１回よしか・夢・花マラソンが開催されました。当日はあいにくの雨模様ではありましたが、町内外

から約５５０名のランナーが参加しました。

　今回の大会には、特別協賛のヨシワ工業株式会社から、中尾副社長が１０ｋｍのコースにエントリーされ、完走されま

した。吉賀町長は２ｋｍのコースを走られ、多くのランナーとともに吉賀の町を快走しました。多くのテント村も並び、

吉賀高校や六日市中学校の生徒がスタッフや出店者として参加するなど、大会を盛り上げてくださいました。お楽しみ抽

選会では、地元特産品などを景品とし、多くのランナーに地元特産品を知ってもらう機会となりました。

　２００名を超える中高生を含むボランティアスタッフをはじめ、多くの方のご協力により無事大会を開催することがで

きました事をこの場を借りて御礼申し上げます。ありがとうございました。

第２１回よしか ・夢 ・花マラソン開催第２１回よしか ・夢 ・花マラソン開催

よしか・夢・花・マラソン大会は、スポーツ振興くじ助成金を活用し実施しています。
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イクボス宣言を実施しました！

　イクボス宣言とは、部下のキャリアや私生活を応援し、組織の目標を達成させながら自らの生活も満喫させるため、ボ

ス（管理職・経営者）が宣言を行うことです。島根県内でも続々とイクボス宣言を行っている企業が増えており、島根県

が実施しているしまねイクボスネットワークへの加入も増加傾向にあります。

　吉賀町役場では、副町長と今年度管理職となった４名が新たにイクボス宣言を行いました。

イクボスの“育”は

◎部下を育てる　　　◎組織を育てる　　　◎社会を育てる

　２０２６年５月号広報よしかＰ８『令和８年度当初予算の概要』の入ってくるお金の円グラフについて、町税とその他

自主財源の比率が誤っていました。下記のとおり訂正させていただきます。

訂正箇所 誤 正

町税 ５．７％ ６．８％

その他自主財源 ６．８％ ５．７％

トピックス
話題・できごと

２０２６年５月号広報よしかの訂正について

人事異動

（６月　１日付）【課　長】税務住民課長（税務住民課課長補佐）落合　亘

（５月３１日付）【退　職】税務住民課長　松田　賢也

副町長

深川　仁志

議会事務局長

城戸　明美

産業課長

齋藤　真央

保健福祉課長

齋藤　良二
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令和９年度『吉賀町ふるさと会の集い』を開催しました！

　４月１８日（土）、大阪市内にて令和９年度『吉賀町ふるさと会の集い』を開催しました。この会は吉賀町出身で関西

圏に在住されている方々で構成されており、年に１度会合を行っています。

トピックス
話題・できごと

広島よしか会発足会を開催しました！

　４月１１日（土）、メルパルク広島にて広島よしか会発足会が開催されました。本会は広島県内に在住の吉賀町出身者

で構成されており、旧広島六日市会および吉賀高校卒業生が在籍しています。このたびの発足会では多くの来賓や会員が

出席し、第１回目の開催にふさわしい盛り上がりとなりました。

　今後は２年に１度の開催を予定しており、随時会員を募集しています。

　今年は吉賀町ふるさと応援大使で北京オリンピック銀メダリスト

の朝原宣治さんをはじめ多くの来賓の方々に出席していただき、総

勢約３０名が参加されました。

　約１年ぶりに顔を合わせた会員の皆さんは、お互いの近況や吉賀

町の最近について語り合い、大変楽しそうに過ごされていました。
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トピックス
話題・できごと

「有機の学校 in 吉賀町」を開校しました

　４月２８日（火）七日市公民館で令和８年度「有機の学

校 in 吉賀町」の開校式を行いました。

　町では「オーガニックビレッジ宣言」を行っており、更

なる就農者の拡大や技術の向上を目指すため令和６年から

実施し、今年で３年目の取組となります。昨年に引き続き、

校長は千葉康伸さん（一般社団法人次代の農と食をつくる

会代表理事）、講師は東広島市「安芸の山里農園　はなあふ」

代表の森昭暢さん（一般社団法人次代の農と食をつくる会

理事）に就任して頂きました。

　今年度は、二個所の実証圃場での実地研修と、講義を交えた学習を行うこととしています。また、生産者同士が一つの

チームとなり情報共有を行うことや、それにより地産地消を進めることも大きなテーマとしています。

　第１回目は、「土壌診断に基づく緑肥を活用した土づくり」について学びました。開校式後に実証圃場に移動し、土壌

の状態の確かめ方などを学び、緑肥の散布を実際に行いました。後半は木部谷・大野原自治会館にて講義や情報交換を行

いました。参加者の皆さんの疑問点や困っていることなどを先生に質問する時間も設けられ、非常に有意義な時間となり

ました。

　年間４回の開催予定としており、今後は、夏季の育苗管理や秋冬作の作付けなどを学ぶ予定としています。

町長に生け花を贈られました

　４月２０日（月）にフラワーサークル代表　清水幸子さんが、自分達が育てた水仙やツツジ、ユリなどを生け花にして、

町長に贈られました。フラワーサークルの皆さんは、休耕田を活用して季節の花を植え、フラワーアレンジメントなどに

して六日市地区の公共施設に贈られています。当日は、町内在住の森脇房子さんも一緒に来庁され、お二人は、「花を見て、

職員や住民の皆さんに少しでも和んでもらいたい。」と笑顔で話されました。

写真（左）清水　幸子さん　（中央）岩本町長　（右）森脇　房子さん

　岩本町長は、「役場が華やかになり、とても癒されます。今後も

是非、この活動を続けていただきたいです。いつもありがとうござ

います。」と感謝の言葉を送られました。
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企業版ふるさと納税　寄付受領のお知らせ

　このたび、株式会社ワールド測量設計様より、企業版ふるさと納税を通じて２００万円のご寄付をいただきました。心

より感謝申し上げます。

　株式会社ワールド測量設計様は、１９７２年創業、島根県出雲市に本社を置く総合建設コンサルタント企業で、測量・

地質調査・補償コンサルタントなどを通じて、道路や河川、上下水道など地域の暮らしを支える社会基盤整備に幅広く取

り組んでおられます。地域に密着し、安全で安心なまちづくりを支える企業として、長年にわたり島根県内で地域社会に

貢献されています。

岩本町長と代表取締役和田晶夫様

答申

　吉賀町教育委員会は、令和７年６月５日に吉賀町社会教育委員の会に対し、「将来のまちづくりを見据えた社会教育の

在り方について」を諮問しました。これを受けて吉賀町社会教育委員の会では、住民ヒアリング等による現状把握を経て、

持続可能なまちづくりにおいて社会教育がもつ役割やその在り方について討議してきました。

　この度、令和８年３月３１日に、吉賀町社会教育委員の会から教育長を

通じて教育委員会に答申がありました。答申では、吉賀町に関わる 1 人ひ

とりが自分らしく幸福に暮らすとともに、持続可能なまちづくりに取り組

む上では、「楽しさ」を基盤とした人と人のつながりをつくることが重要で

あり、社会教育行政と地域コミュニティ活動の両輪が推進されていくこと

について示されました。

　この答申を受けて、吉賀町教育委員会では施策及び計画等へ反映させて

いきたいと考えております。

トピックス
話題・できごと

元　吉賀町消防団　副団長　故　中田　元さんに叙勲の栄

　４４年の長きに亘って消防団活動に貢献され、去る令和７年９月１８日にご逝去された中田元さん（享年７５歳・幸地）

に瑞宝単光章が授与されることになり、ご遺族へ岩本町長から勲記と勲章が伝達されました。

受章者ご遺族　中田　茂子さん

　故中田元さんは昭和５１年８月に旧六日市消防団に入団され、以後４４

年間、町民の生命と財産を守り、安全で安心して暮らせるまちづくりに情

熱を注いで来られました。特に平成２９年１０月１日から令和３年３月

３１日の間、副団長を務められ、団員の士気高揚を図ると共に防火思想の

普及や消防施設の整備など消防団活動に尽力され、その功績が叙勲の栄誉

として認められたものです。

　今回のご寄付は、「旧六日市医療技術専門学校利活用事業」に全

額活用させていただきます。頂いたご厚意を大切にし、地域住民や

企業といった主体が自発的に活動する場づくりのために有効に活用

させていただきます。

　改めまして、株式会社ワールド測量設計様のご支援に深く感謝申

し上げます。
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令和８年度　自治会長

　令和８年度の各地区の自治会長が決まりました。１年間自治会のお世話をされますので、皆様のご協力をお願いします。

　（自治組織調査表により、同意をいただいた方のみ掲載しています）

自治会名 自治会長名

柿木橋南 河野　洋司

柿木橋西 友重　博

福川 永田　英樹

椛谷 山本　一美

白谷 村上　勝宜

下須 河野　俊史

木部谷上 福原　洋

木部谷中 谷　文治

木部谷下 村上　大輔

大野原上 庭田　英明

大野原下 河野　安秀

河津 中村　清人

金山谷 若狭　強

初見新田 岡本　司

星坂 坪谷　和男

田野原 大庭　裕二

樋口 名畑　聡

蔵木 池下　弘幸

九郎原 山吹　彰

自治会名 自治会長名

朝倉東 藤升　正夫

朝倉西 齋藤　拓哉

注連川東 道面　進

注連川西 三浦　浩明

なつめ・本郷 藤原　美昌

河山 宗内　告夫

捨河内 寺戸　孝臣

上七日市 三浦　悦雄

中七日市 山﨑　慎一

下七日市 齋藤　学

横立 内田　智和

皆富 堀　恭輔

大橋 松原　知毅

伊勢原 新田　和幸

月和田 宗内　祐貴

抜月河内 三宅　常義

大谷 齋藤　宏

七々村 藤村　和幸

田丸 矢冨　幸信

桟敷 有田　忍

下高尻 大谷　正實

上高尻 三浦　真二

自治会名 自治会長名

畑詰 山本　竜生

幸地 滝口　幸子

立河内 下森　龍一

有飯 中島　敬二

野中 岩上　武史

六日市上 山本　謙二

六日市中 森下　栄二

六日市下 林　哲

沢田新住宅 宗内　梨沙

沢田 河内　正釋

広石 能美　辰行

立戸 角野　均

　○自治会とは、地域に住む一人ひとりが、自分たちの地域のことを考え、お互いに協力し合い、住みよい地域社

会を形成するため、住民相互の親睦や共同作業、相互扶助などを図ることを目的に、自主的に組織された任意の住

民組織です。

　新たに転入した方や自治会へ加入されていない方は、ぜひ加入していただきますようお願いします。

トピックス
話題・できごと
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　出産※予定日または出産日が属する月の前月から４カ月間（以下「産前産後期間」といいます。）の国民年金保険料が

免除されます。多胎妊娠の場合は、出産予定日または出産日が属する月の３カ月前から６カ月間の国民年金保険料が免除

されます。なお、産前産後期間は付加保険料の納付ができます。

　※出産とは、妊娠８５日（４カ月）以上の出産をいいます。（死産、流産、早産された方を含みます。）

手続きをするメリット

　産前産後期間の免除制度は、「保険料が免除された期間」も保険料を納付したものとして老齢基礎年金の受給額に反映

　されます。届出を行う期間について、すでに国民年金保険料免除・納付猶予、学生納付特例が承認されている場合でも、

　届出が可能です。

対象となる方

　「国民年金第１号被保険者」で出産日が平成３１年（２０１９年）２月１日以降の方が対象となります。

　ただし、国民年金の任意加入期間は対象になりません。

届出方法

　出産予定日の６カ月前から届出可能です。お早めの届出をおすすめします。なお、出産後も届出が可能です。

必要なもの

　・基礎年金番号またはマイナンバーがわかるもの

　・母子健康手帳など出産書類

　税務住民課、柿木地域振興室または浜田年金事務所（０８５５‐２２‐０６７０）にお問い合わせください。

マイナポータルを利用して電子申請

　「マイナポータル」からマイナンバーカードを利用して、簡単に電子申請ができます！

　申請後の状況や審査結果は、マイナポータルの申請状況照会ページで確認できます。

　マイナポータルのアカウント設定でメール通知を希望している方には、マイナポータルに審査結果が届くとメールでお

　知らせします。

　　　　　　＜町民投稿＞　　島根県空手道選手権大会

　５月４日に大田総合体育館で、島根県空手道選手権大会が行われました。個人形の部（幼年）では、仲村奏杜（六日市

保育所）が優勝、金川竜也（六日市保育所）が第２位になりました。個人形の部（小学生）では、中野那美（柿木小２年）、

仲村弥紘（朝倉小３年）、仲村來晄（朝倉小４年）がそれぞれ各学年で優勝しました。組手の部では、仲村弥紘が第１位、

金川隼大（六日市小３年）が第２位となりました。３人一組で形を演武する団体の部では、金川虎太郎（六日市小４年）、

仲村來晄、仲村弥紘の壮真会が優勝しました。また、高校２年の形の部では、中野祥太郎 (吉賀高校 )が優勝しました。

　空手道教室（六日市教室）は、毎週金曜

日に柿木公民館で１９時から練習していま

す。空手の上達はもちろん、礼儀作法を身

に付け、集中力を高められるよう励んでい

ます。

産前産後期間の国民年金保険料が免除される制度があります

興味のある方は体験もできますのでお気軽にのぞいてみてください。

トピックス
話題・できごと
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毎年５月３１日は　『世界禁煙デー』

～令和８年度のテーマ　「みんな知ってる？たばこのルール」～

　世界保健機関（ＷＨО）は、毎年５月３１日を『世界禁煙デー』と定めています。厚生労働省においても、世界禁煙デー

からはじまる５月３１日～６月６日までの 1 週間を「禁煙週間」と定め、禁煙や受動喫煙防止の普及啓発活動を行ってい

ます。

【その煙、周囲の人に吸わせていませんか？】

　たばこが健康に悪影響を及ぼすことは、多くの人が知るところです。喫煙は、肺がんを始めとする多くのがん、心臓病

　や脳卒中などの循環器疾患、喘息や慢性閉塞性肺疾患（ＣＯＰＤ）などの呼吸器疾患などにかかるリスクを高めます。

　たばこの煙は、喫煙者が吸い込む煙（主流煙）だけでなく、たばこから立ち昇る煙（副流煙）や喫煙者が吐き出す煙（呼

　出煙）にも、ニコチンやタールなど、多くの有害物質や発がん性物質が含まれています。本人は喫煙しなくても身の回

　りのたばこの煙を吸わされてしまうことを「受動喫煙」といい、実は、たばこの有害物質は、主流煙よりも副流煙に多

　く含まれています。

【受動喫煙を防ぐための取組は「ルール」です】

　平成３０年に健康増進法が改正され、受動喫煙を防ぐための取組が「マナー」から「ルール」へと変わりました。

　受動喫煙対策ルールのポイントは次の３点です。

　　１．「望まない受動喫煙」をなくす

　　２．受動喫煙による健康への影響が大きい子ども、患者などに特に配慮する

　　３．施設の種類や場所にあった対策を実施する

　望まない受動喫煙を防ぐために、喫煙者の方は周囲へのご配慮をお願いします。

　たばこを吸う人もたばこを吸わない人も、それぞれがお互いの立場を尊重し、気持ちよく過ごせる環境をつくっていき

　ましょう。

◎町民の皆様へ、たばこの煙から身を守るためのお願い

参考 /政府広報オンラインＨＰ　　島根県・健康長寿しまね推進会議作成「たばこについての学習リーフレット」

身近な人をたばこの煙から守るための「３つのない」身近な人をたばこの煙から守るための「３つのない」

　手の届くところに　置かない！　手の届くところに　置かない！

　喫煙姿を　見せない！　喫煙姿を　見せない！

　たばこの煙を　吸わせない！　たばこの煙を　吸わせない！

 大人の方へ 大人の方へ

たばこの煙から自分の身を守るための「３つのない」たばこの煙から自分の身を守るための「３つのない」

　もちろん自分は　吸わない！　もちろん自分は　吸わない！

　吸っている人に　近づかない！　吸っている人に　近づかない！

　匂いのする場所に　立ち入らない！　匂いのする場所に　立ち入らない！

 ２０歳未満のみなさんへ ２０歳未満のみなさんへ

保健だより
健康・食育・予防
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保健だより
健康・食育・予防
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麻しん（はしか）が世界・国内で増加しています

　米国・英国をはじめ、世界各地で麻しんの流行が拡大しています。日本でも感染報告が急増しており、新型コロナウイ

ルス感染症流行以降、過去最多となっています。麻しんは感染力が極めて強く、適切なワクチン接種を受けていなければ

誰でも感染するリスクがあります。定期接種の対象の方は、早めの接種をご検討ください。

　また、麻しんを疑う症状が出た場合は、まずは医療機関へ電話で相談をしてから受診しましょう。

【麻しん風しん予防接種　定期接種対象者】

　第１期：１歳児

　第２期：保育所年長児相当の方

症  　状：感染後通常１０～１２日の潜伏期間を経て発症。発熱、上気道炎症状、結膜炎症  　状：感染後通常１０～１２日の潜伏期間を経て発症。発熱、上気道炎症状、結膜炎

　　　　　症状等が現れる。発症後２～４日後発疹が生じ、再度発熱し、３～４日後解熱する。　　　　　症状等が現れる。発症後２～４日後発疹が生じ、再度発熱し、３～４日後解熱する。

合 併 症：肺炎、中耳炎、脳炎など。麻しんは死亡率が約０．１％と比較的高いのが特徴。合 併 症：肺炎、中耳炎、脳炎など。麻しんは死亡率が約０．１％と比較的高いのが特徴。

　　　　　さらに感染から数年後に亜急性硬化性前脳炎（ＳＳＰＥ）等の脳症を発症する可能性がある。　　　　　さらに感染から数年後に亜急性硬化性前脳炎（ＳＳＰＥ）等の脳症を発症する可能性がある。

感染経路：空気感染、飛沫感染、接触感染。感染力が非常に強く、発症前日～解熱後３日間程度は他者へ感染経路：空気感染、飛沫感染、接触感染。感染力が非常に強く、発症前日～解熱後３日間程度は他者へ

　　　　　感染させる可能性がある。　　　　　感染させる可能性がある。

治　　療：対症療法のみ治　　療：対症療法のみ

予 防 法：ワクチンが最も有効（２回の定期接種を確実に接種しておくことが重要）予 防 法：ワクチンが最も有効（２回の定期接種を確実に接種しておくことが重要）

 麻しんについて 麻しんについて

保健だより
健康・食育・予防

子どもとお母さんの健康

≪妊婦・乳幼児健康相談≫

　日時・会場：６月　９日（火）　かきのき保育所　　　１０：００～１１：３０

　　　　　　　６月２３日（火）　吉賀町保健センター　１０：００～１１：３０

　問　合　せ：役場保健福祉課、柿木地域振興室

≪きらきら広場≫　※要予約

　日時・会場：６月１９日（金）１０：００～１１：２０（午後～育児相談）　吉賀町保健センター

　内　　　容：幼児と保護者を対象に、ふれあい遊び、製作遊び、子育て相談などを実施します。

　　　　　　　参加希望の方は６月１６日（火）までにお申し込みください。

　問　合　せ：役場保健福祉課

≪乳児健診≫

　日時・会場：６月２３日（火）１３：００～　吉賀町保健センター

　対　象　児：３～５か月児（令和８年１月～２月生）

　　　　　　　９～１１か月児（令和７年７月～８月生）

　問　合　せ：役場保健福祉課、柿木地域振興室

≪離乳食相談会≫　※要予約

　日時・会場：６月３日（水）１３：３０～　吉賀町保健センター

　内　　　容：各期に応じた離乳食の試食や相談ができます。

　問　合　せ：役場保健福祉課
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大人の健康

≪集団健診≫　※要予約

　日　　程：６月２４日（水）　七日市公民館

　　　　　　６月２５日（木）　午前：七日市公民館／午後：吉賀町ふれあい会館

　　　　　　６月３０日（火）　吉賀町ふれあい会館

　　　　　　７月　１日（水）　蔵木小学校体育館

　　　　　　７月　２日（木）　朝倉公民館

　　　　　　７月　７日（火）　六日市基幹集落センター

　　　　　　７月　８日（水）　六日市基幹集落センター

　受付時間：原則予約制のため、お申し込みいただいた方へ個別にご案内します。

　　　　　　受診を希望される場合は、保健福祉課へお申し込みください。

　実施内容：特定健康診査、胃がん検診、大腸がん検診、前立腺がん検査、肝炎ウイルス検査、歯周病唾液検査

≪健康診査≫

　４０歳未満の方で、受診を希望される方は６月１９日（金）までに保健福祉課にお申込みください。

　料金は、無料（集団健診・個別健診共通）です。

○集団健診

　日　　程：前述の≪集団健診≫と同様。

　受付時間：原則予約制のため、お申込みいただいた方に個別にご案内します。

○個別健診

　日　　時：７月１日（水）～９月３０日（水）

　医療機関：小笠原医院、栗栖医院、松浦内科胃腸科、よしか病院

≪子宮頸がん検診≫

　対 象 者：２０歳以上の女性

　検査内容：細胞診、ＨＰⅤウイルス検査（希望者のみ実施）

○集団検診を利用する場合

　予約方法：６月１９日（金）までに保健福祉課にお申し込みください。

　検診日程：後述の乳がん検診の検診日程をご確認ください。

○個別検診を利用する場合

　予約方法：受診を希望される方は、実施医療機関へ直接電話予約して受診してください。

実施医療機関 所在地 予約先電話番号

益田地域医療センター医師会病院 益田市遠田町１９１７‐２ ０８５６－２２－３６１１

山根病院　三隅分院 浜田市三隅町岡見２９０‐１ ０８５５－３２－４３４３

　実施期間：令和８年４月１日～令和９年３月３１日

　料　　金：（集団検診・個別検診共通）

対象者

金額

細胞診
ＨＰＶ検査

（細胞診受診者で希望者）

２０～４９才、生活保護者 　　　　０円 　　０円

５０歳以上

町国保加入者、

後期高齢者医療保険加入者
４００円

１，２００円

町国保加入者以外 １，２００円

保健だより
健康・食育・予防
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≪乳がん検診≫

　対 象 者：４０歳以上の女性

　検査方法：マンモグラフィー

　予約方法：６月１９日（金）までに保健福祉課にお申し込みください。

日にち 会場
実施するがん検診

乳がん 子宮頸がん

８月２５日（火） 七日市公民館

〇 〇

８月２７日（木） 朝倉公民館

８月２９日（土） 吉賀町ふれあい会館

８月３０日（日） 吉賀町保健センター

９月　２日（水） 蔵木小学校体育館

９月　４日（金） 七日市公民館

〇 ―

９月　９日（水） 朝倉公民館／吉賀町保健センター

９月１０日（木） 吉賀町ふれあい会館

９月１４日（月） 蔵木公民館／吉賀町保健センター

９月２４日（木） 吉賀町保健センター

※８月２５日～９月２日は、乳がん・子宮頸がんの両方の検診を受診される方を優先的に割り当てます。

※申込者数に応じて、日程を変更する場合があります。

※予約された方へは、７月中旬に予約日時をご案内いたします。

対象者 料金

４０～４９歳 １，５００円

５０歳以上 １，０００円

節目年齢者（今年度４１歳・４６歳・５１歳・５６歳・６１歳になる方） 無料

≪こころの相談≫　※要予約

　日時・場所：６月２４日（水）午後　吉賀町内

　内　　　容：精神科医師による相談

　　　　　　　ご希望の方は６月１７日（水）までにお申し込みください。

≪ひきこもり相談≫　※要予約

　日　時：６月１６日（火）

　内　容：個別相談に応じます。

　予約先：よしかの里　相談支援事業所　パレット　☎７７‐１５５２

　　　　　ご希望の方は６月１１日（木）までにお申し込みください。

≪障がい者就労相談会≫（エスポア）

　日　時：６月１８日（木）

　場　所： 吉賀町保健センター

　内　容：専門の相談員が相談に応じます

　予約先：益田障がい者就労生活支援センター　☎０８５６‐２３‐７２１８

　　　　　ご希望の方は６月１５日（月）までにお申し込みください。

≪断酒会鹿足例会≫

　日時・会場：６月２４日（水）１９：００～２１：００　吉賀町ふれあい会館

　内　　　容：お酒をやめ続けるための会です。お気軽にご参加ください。

　問　合　せ：役場保健福祉課

保健だより
健康・食育・予防
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≪松ヶ丘病院通院送迎バス≫（３日前までに予約必要）

６月の運行日：４日（木）　８日（月）　１８日（木）　２２日（月）

行き 帰り

　８時３０分　発 六日市庁舎 １１時３０分　発 病院

　８時５０分 七日市駅 １２時４０分 柿木庁舎

　９時０５分 柿木庁舎 １２時５０分 七日市駅

１０時００分　着 病院 １３時００分　着 六日市庁舎

≪テーミル運動教室≫

　会　場：吉賀町福祉センター

　講　師：小川恵子さん（セントラルスポーツインストラクター、吉賀町食改員）

　実施日：６月４日、１１日、１８日　１３：３０～１５：００

　会　費：会員月１，０００円、準会員 1回５００円

　持ち物：飲みもの、室内運動靴、タオル、バスタオルを持参してください。

　内　容：筋力アップ、運動不足解消に、ぜひご参加ください。

　申込先：役場保健福祉課、柿木地域振興室

予約先

　よしかの里　相談支援事業所　パレット

　☎７７‐１５５２

介護予防教室

　問合せ先：吉賀町地域包括支援センター、役場保健福祉課

≪からだ爽快教室≫

　日時・会場：６月９日（火）１３：３０～１５：００　柿木公民館

　内　　　容：シニアヨガ

　持　参　物：お茶などの飲み物、（お持ちの方は）よしか・元気ノート

≪脳活倶楽部≫

　日時・会場：６月１９日（金）１３：３０～１５：３０　吉賀町福祉センター

　内　　　容：脳トレ、レクリエーション、ｅスポーツ等

　持　参　物：お茶などの飲み物、（お持ちの方は）よしか・元気ノート

≪骨折転倒予防≫

　日時・会場：６月２６日（金）　１３：３０～１５：００　七日市公民館

　内　　　容：家でできる体操の指導など

　持　参　物：お茶などの飲み物、（お持ちの方は）よしか・元気ノート

　　　　　　　動きやすい服装でお越しください。

≪ストレッチ教室≫

日時 会場 送迎予約〆切日

６月　４日（木）１０時～１１時 柿木公民館 ６月　１日（月）

６月１０日（水）１０時～１１時 吉賀町保健センター ６月　５日（金）

６月１６日（火）１０時～１１時 七日市公民館 ６月１１日（木）

　内　容：ゴムバンドを使ったストレッチ、トレーニングなど

　持参物：お茶などの飲み物、ストレッチマット等の体に敷くもの、ストレッチバンドなど

保健だより
健康・食育・予防
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柿木地域⇒ビ・容

水 木 金 土
３　はとのゆ休館日

離乳食相談

４

ストレッチ教室

松ヶ丘病院通院バス運行日

５ ６

１０　はとのゆ休館日

ストレッチ教室

１１

手話通訳者設置日

１２

行政相談所等開設日

１３

１７　はとのゆ休館日 １８

松ヶ丘病院通院バス運行日

１９

きらきら広場

脳活倶楽部

２０

２４　はとのゆ休館日

集団健診

こころの相談

断酒会鹿足例会

２５

集団健診

手話通訳者設置日

２６

骨折転倒予防教室

２７

可燃ごみ収集日

◆週２回（柿木地域）地区⇒月・金　　　　　　　　　◆週２回（蔵木・六日市）地区⇒月・木

◆週２回（朝倉・七日市）地区⇒火・金　　　　　　　◆月１回地区⇒第４週の月

◆週１回（蓼野・朝倉【奥仲、野田、樋ノ口】）⇒火　 ◆週１回（星坂）⇒木

ごみの種類
資：資源ごみ　　カ：カン類　　容：容器プラスチック　　商：商品プラスチック

有：有害ごみ　　ビ：ビン　　　陶：陶器類　　　　　　　粗：粗大ごみ

柿木地域

⇒カ・有・粗・商・容

柿木地域⇒資

６月２３日（火）から６月２９日（月）まで

男女共同参画週間
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朝倉・七日市⇒カ・容

朝倉・七日市

　　　　⇒ビ・有・商

朝倉・七日市⇒粗・容

納期限のお知らせ

〈納付書払いの方〉

６月３０日（火）

〈口座振替の方〉

６月２９日（月）

〈６月納付対象科目〉

個人県民税等（１期）

吉賀町役場

電　話　７７－１１１１

ＦＡＸ　７７－１８９１

吉賀町役場柿木庁舎

電　話　７９－２２１１

ＦＡＸ　７９－２３４４

吉賀町教育委員会

電　話　７７－１２８５

ＦＡＸ　７７－００４０

火事救急は１１９番

事件事故は１１０番

日 月 火
１

特設人権相談所

２

７ ８

松ヶ丘病院通院バス運行日

９

妊婦・乳幼児健康相談

からだ爽快教室

１４ １５ １６

ストレッチ教室

２１ ２２

松ヶ丘病院通院バス運行日

２３

妊婦・乳幼児健康相談

乳児健診

２８ ２９ ３０

集団健診

２０２６年（令和８年）

　　６月　町民カレンダー

蔵木・六日市⇒粗・容

蔵木・六日市⇒カ・容

蔵木・六日市⇒資

柿木地域⇒ビ・容

柿木地域

⇒カ・有・粗・商・容

河津・金山谷

⇒粗・容・ビ・有・カ・商

蔵木・六日市

　　　　⇒ビ・有・商柿木地域⇒資
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法
人
カ
タ
ク
リ
会
、
吉
賀
町
の
地
域
と
医

療
を
つ
な
ぐ
会
の
共
催
に
よ
り
、
開
設
２

周
年
記
念
イ
ベ
ン
ト
を
開
催
し
、
町
内
外

か
ら
多
く
の
皆
様
に
ご
参
加
頂
き
、
成
功

裏
に
終
了
す
る
こ
と
が
出
来
ま
し
た
。

　

そ
し
て
、
こ
の
日
を
迎
え
る
こ
と
が
出

来
た
、
も
う
一
つ
の
大
き
な
力
が
あ
り
ま

す
。
そ
れ
は
、
地
域
の
皆
様
の
ご
支
援
で

町
長
コ
ラ
ム

吉賀町長

Vol.97

岩本一巳

つ
な
が
る
カ
フ
ェ

　
　

Ｙ
ｏ
ｓ
ｈ
ｉ
ｋ
ａ

す
。
新
た
に
生
ま
れ
変
わ
っ
た
こ
の
施
設
を

地
域
の
宝
と
し
て
、
ま
た
、
お
互
い
の
命
と

健
康
を
守
る
砦
と
し
て
、
い
つ
ま
で
も
、
こ

の
地
に
残
し
て
い
く
た
め
に
は
、
皆
様
が
自

分
事
と
し
て
、
こ
の
施
設
の
こ
と
を
考
え
て

頂
く
必
要
が
あ
り
ま
し
た
。
そ
の
よ
う
な
趣

旨
か
ら
、
多
く
の
皆
様
が
結
集
し
て
、
吉
賀

町
の
地
域
と
医
療
を
つ
な
ぐ
会
が
結
成
さ
れ
、

シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
を
は
じ
め
と
し
た
様
々
な
イ

ベ
ン
ト
を
開
催
し
て
頂
い
て
い
ま
す
。
ま
た
、

２
月
か
ら
は
、
病
院
内
の
１
階
玄
関
ホ
ー
ル

に
於
い
て
「
つ
な
が
る
カ
フ
ェ
Ｙ
ｏ
ｓ
ｈ
ｉ

ｋ
ａ
」
も
開
設
し
て
頂
き
ま
し
た
。
そ
の
ほ

か
に
も
徐
々
に
で
は
あ
り
ま
す
が
、
民
間
レ

ベ
ル
で
多
く
の
個
人
や
グ
ル
ー
プ
の
方
々
に

よ
る
支
援
の
輪
が
広
が
り
つ
つ
あ
り
ま
す
。

　

４
月
17
日(
金)
に
は
、
私
自
身
２
回
目

と
な
り
ま
す
が
、
こ
の
「
つ
な
が
る
カ
フ
ェ

Ｙ
ｏ
ｓ
ｈ
ｉ
ｋ
ａ
」
を
訪
問
し
ま
し
た
。
こ

の
日
は
、「
七
日
市
コ
ー
ヒ
ー
お
じ
さ
ん
」
こ

と
立
田
三
喜
夫
さ
ん
に
よ
る
飲
物
の
提
供
、

社
会
福
祉
法
人
よ
し
か
の
里
福
祉
会
に
よ
る

パ
ン
販
売
が
行
わ
れ
る
と
と
も
に
、
午
後
か

ら
は
編
み
物
の
会
も
行
わ
れ
る
と
の
こ
と
で

あ
り
ま
し
た
。
ま
た
、
こ
の
ほ
か
に
も
こ
の

カ
フ
ェ
に
於
い
て
、「
オ
ー
ガ
ニ
ッ
ク
マ
ル

シ
ェ
」「
認
知
症
カ
フ
ェ
」「
健
康
体
操
教
室
」

な
ど
が
行
わ
れ
る
時
が
あ
り
ま
す
。

　

今
で
は
、
こ
の
カ
フ
ェ
に
多
く
の
地
域
の

方
々
が
集
い
、
憩
い
の
場
と
な
り
つ
つ
あ
る

こ
と
を
強
く
感
じ
ま
し
た
。
カ
フ
ェ
は
、
毎

週
水
曜
日
と
金
曜
日
の
10
時
か
ら
16
時
ま
で

開
設
さ
れ
て
い
ま
す
の
で
、
是
非
、
町
民
の

皆
様
に
も
お
気
軽
に
お
立
ち
寄
り
頂
き
た
い

と
思
い
ま
す
。

　

こ
れ
か
ら
も
行
政
と
医
療
法
人
カ
タ
ク
リ

会
、
そ
し
て
地
域
住
民
の
皆
様
が
お
互
い
深

い
連
携
と
絆
の
も
と
、
そ
れ
ぞ
れ
の
お
立
場

で
常
に
高
い
志
を
持
っ
て
、
当
町
の
地
域
医

療
推
進
に
お
力
添
え
頂
け
れ
ば
幸
い
で
す
。

＜カフェの様子＞



17　　広報よしか　2026 年 6 月号　№ 248



広報よしか　2026 年 6 月号　№ 248　　18

吉賀町 公民館主事の募集について

　吉賀町では、ふるさとでの学びや体験をもとにした人材育成として「サクラマスプロジェクト」を保小中高ならびに地

域住民が連携して取り組みを進めてきました。このような社会教育の取り組みを通じて、地域づくりをより一層推進する

べく「公民館を拠点とした地域づくり」を掲げて取り組みをスタートさせたところです。

　そこで、公民館のスタッフ体制を強化すべく、新たな人材を募集します。

１．募集人数 ３人

２．業務内容

●保育所や小中高校と地域コミュニティ (自治会等 )をつなげた事業の企画・実行

●公民館が、より心地よい地域住民の集いの場となるような新たなアイデアとチャレンジ

●問題や課題に取り組む地域住民を後押しする場づくり

●公民館運営に関わる事務（貸館の受付など）

３．募集対象

町内外を問わず、 次のいずれも満たす方を対象とします。

●普通自動車免許を取得しており、日常的に運転経験のある方

●文書作成（ワード等）・表計算（エクセル等）・Eメールを使用できる方

●地方公務員法第１６条の定めに該当しない方

４．求める人材像

●心身共に健康で、誠実に職務ができる方

●好奇心を持って業務に取り組める方

●地域住民と協力しながら、地域を元気にするために精力的に行動できる方

●真摯に人の話に耳を傾けられる方

５．勤務条件

勤務時間：原則月１８日勤務 ( イベントなどで土日勤務もあり )・７時間 /日

報　　酬：吉賀町の規定による

地方公務員法第２２条の２第１項第１号に定める会計年度任用職員として、吉賀町長が任用します。

６．申込手続き

下記の提出書類をご準備のうえ、郵送または持参してください。

なお、提出された書類は返却しません。

吉賀町公民館主事 エントリーシート / 履歴書（市販のもので可）/ 応募者のスキルやキャリアをご

紹介いただくもの（自由）/現住所地の住民票 (町外の方のみ )

７．申込受付期限 令和８年６月１９日（金） １７：１５まで

８．試 験 試験日程：応募者には別途ご連絡いたします。

９．その他

【問い合わせ先】

〒６９９－５５１３ 島根県鹿足郡吉賀町六日市６４８

吉賀町教育委員会

電話：０８５６-７７-１２８５ / E-mail：kyoiku@town.yoshika.lg.jp

吉賀町教育振興計画策定委員会委員の募集について

　吉賀町教育振興計画（第３期）の策定にあたり、吉賀町教育振興計画策定委員会設置条例第３条第１項第５号の規定に

基づく吉賀町教育振興計画策定委員会委員を次のとおり募集します。

１、募集人員 ２名

２、業務内容
（１）教育振興計画の素案の策定に関すること。

（２）吉賀町教育委員会が教育振興計画の策定について必要と認めること。

３、委嘱期間 令和８年７月１日（予定）から吉賀町教育振興計画（第３期）策定の日までとする。

４、資格 応募日現在で、１年以上町内に住所を有する満１８歳以上の方

５、申込手続
吉賀町教育委員会又は柿木地域振興室の窓口で職員にお申し込みください。

電話での申し込みも受け付けます。

６、申込受付期間 令和８年６月１日 (月 )から令和８年６月２２日 (月 )まで

７、その他

申込・問い合わせ先

島根県鹿足郡吉賀町六日市６４８番地

吉賀町教育委員会　電話番号　０８５６‐７７‐１２８５

お知らせ



19　　広報よしか　2026 年 6 月号　№ 248

放送大学　１０月生募集のお知らせ

　○ 幅広い世代の８万６千人以上の学生が、大学卒業や学びの楽しみなど、様々な目的で学んでいます。

　○ 心理学・福祉・経済・歴史・文学・情報・自然科学など、３００以上の授業科目があり、テレビやインターネット

　　 で 1科目から学ぶことができます。資料を無料で差し上げています。お気軽に放送大学島根学習センターまでご請

　　 求下さい。放送大学ホームページでも受け付けております。

　○ 出願期間は、第１回が６月１０日から８月３１日まで、第２回が９月９日まで。

　【入学説明会・相談会 (益田会場 )】

　　日時・場所：８月２０日 (木 )１４時～　益田市立図書館　

　　問　合　せ：島根学習センター　☎０８５２‐２８‐５５００

益田地区広域市町村圏事務組合消防吏員募集

＜一般＞

職種 採用予定人員
受験資格

要件
性別 学歴 年齢

消防吏員 ６名程度 不問 不問

平成８年４月２日か

ら平成２１年４月１

日までに生まれた人

①視力 ( 矯正視力を含む ) 両目で 0.8 以上かつ一眼

でそれぞれ 0.5 以上有り、聴力が正常であること。

②日本国籍を有すること。

＜消防職員経験者＞

職種 採用予定人員
受験資格

要件
性別 学歴 年齢

消防吏員 若干名 不問 不問

昭和６２年４月２日

から平成２０年４月

１日までに生まれた

人

①消防職員経験者※１

②視力 ( 矯正視力を含む ) 両目で 0.8 以上かつ一眼

でそれぞれ 0.5 以上有り、聴力が正常であること。

③日本国籍を有すること。

※ 1）消防組織法第５１条に基づき設置された消防学校の初任教育及び救急科教育を修了した人

【受験申込】消防本部、消防分遣所、広域圏内市町役場、益田公共職業安定所等にある受験申込書に必要事項を記入し、

　　　　　 消防本部（総務課）に持参又は郵送してください。

　　　　　 受験申込書等は、当本部ホームページからもダウンロードできます。（http://www.fd-masuda.net/）

【受付期間】令和８年７月１日（水）～ 令和８年８月１９日（水）：一般

　　　　　 令和８年５月１８日（月）～ 令和８年１２月１４日（月）：消防職員経験者

【一次試験】令和８年９月２０日（日）：一般のみ

【二次試験】令和８年１０月中旬予定：一般のみ

【面接試験】受験申込書を受理したのち、個別に案内します。：消防職員経験者のみ

【採用予定】令和９年４月１日：一般・消防職員経験者共通

【問合せ先】益田広域消防本部　総務課　０８５６‐３１‐０１１９(代表 )　０８５６‐３１‐０２２０(総務課直通 )

お知らせ

特設人権相談所の開設について

　法務大臣から委嘱された人権擁護委員が相談を受けます。相談は無料で秘密は守ります。予約は不要です。お困りのこ

とがありましたら、ご相談ください。

【日時・会場】６月 1日（月）９：００～１２：００　柿木公民館

益田人権擁護委員協議会／松江地方法務局益田支局　☎０８５６‐２２‐０４２９
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お知らせ

吉賀町結婚新生活支援事業

【目的】

　結婚し新生活をする世帯に対し、住宅取得費用、住宅のリフォーム費用及び住宅賃貸並びに引越費用を助成することに

　より、婚姻数の増加を図り、少子化対策の推進につながることを目的とする。

【対象世帯】次の要件をすべて満たす世帯

　・令和８年１月１日から令和９年３月３１日までに入籍した世帯

　・夫婦の所得を合わせて５００万円未満

　　※奨学金を返還している世帯は、奨学金の年間返済額を夫婦の所得から控除

　・夫婦ともに婚姻日における年齢が３９歳以下

　・夫婦（若しくはいずれか）が吉賀町内に住所を有している

　・申請時において、夫婦いずれもが町税等の滞納がない

　・対象となる住居が吉賀町内にある

　・本事業の交付決定日から５年以上吉賀町内に定住する

　・次のいずれかを受講する

　　　(１)ライフデザイン支援講座　　　　　　　　(２)プレコンセプションケアに関する講座

　　　(３)医療機関への妊娠・出産に係る相談　　　(４)共家事・共育て講座

【対象経費】

　＜新居の住居費＞

　　購入費、リフォーム費用、家賃、敷金、礼金、共益費、仲介手数料

　　※勤務先から住居手当が支給されている場合は、住宅手当分は補助の対象外。

　＜新居への引越費用＞

　　引越業者や運送業者に支払った引越費用

【助成の範囲】

　１世帯当たり３０万円を上限とする。

　ただし、婚姻届出日において夫婦の双方が２９歳以下である夫婦については６０万円を上限とする。

【助成期間】

　令和８年４月１日から令和９年３月３１日まで。

　ただし、交付決定を受け、受給額が上限に達していない夫婦については、令和９年４月１日から令和１０年３月３１日

　までを継続助成の対象期間とする。

【問合せ先】

　吉賀町役場保健福祉課　☎０８５６‐７７‐１１６５

「２０２６夏期しまね短期仕事体験」参加学生募集中！

【日時・場所】８月～９月（３日以上）：対面・オンライン

【対　象　者】大学（院含む）、短期大学、高等専門学校、専修学校等に在学中の学生

【内　　　容】夏休みを利用して「しまね短期仕事体験」に参加してみませか？

　　　　　　 ※交通費、宿泊費助成あり（条件あり）

【申　込　先】ジョブカフェしまねＨＰ

　　　　　　 一次締切：６月１５日（月）　　二次締切：６月２９日（月）

【問　合　せ】ジョブカフェしまね　☎０１２０‐３４‐０４５１
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お知らせ

離職者等再就職訓練受講生募集

訓練科名 定員 訓練内容 応募資格 受講料

パソコン資格取得

コース（益田）
１５名

パソコン技能やコミュニケーション能力、ビジネスマ

ナーを学びスケジュール管理能力などの向上を目指し

ます。社会人としての一般常識や電話対応などのマ

ナー・接遇の能力、ビジネス文書の作成方法も身に付

け、職業人意識を高めます。Word や Excel の操作方法

だけでなく、ビジネスシーンを具体的にイメージし、

活用できる知識を習得します。

求職者

無料

（ただしテキスト

代 等 16,000 円 程

度、駐車場代月額

3,000 円、その他

資格取得に関する

費用が必要です）

【訓練期間】令和８年７月１７日（金）～令和８年１０月１６日（金）

【訓練会場】( 株 ) ソコロシステムズ　（益田市三宅町１－１９）

【募集期間】令和８年７月２日（木）まで

【応募方法】お近くのハローワークの窓口で相談の上、「入校願」を提出してください。

【入校検定】令和８年７月７日（火）

【検定会場】島根県立西部高等技術校　視聴覚教室

【選抜方法】面接試験および筆記試験（国語・数学）

【合格発表】令和８年７月１０日（金）

【問合せ先】島根県立西部高等技術校　☎０８５６‐２２‐２４５０　総務企画課（島田）

学校公開（ますようＤＥ見学会）について

　益田圏域にお住まい（お勤め）の皆様で益田養護学校に関心のある方を対象に、本校の教育や児童生徒について理解を

深めていただくことを目的として、学校見学会を年２回開催します。学校説明や学校見学を行いますのでご希望のある方

はお申し込みください。

＜前　期＞７月７日（火）９時１５分から１２時００分まで

＜後　期＞９月２４日（木）９時１５分から１２時００分まで

　　　　　公開日１週間前までに二次元バーコードから担当までご連絡ください。（電話、ＦＡＸ、メール等でも可）

＜問合せ＞益田養護学校　担当　三宅　　電　話　３１－５１１１　　ＦＡＸ　３１－５１１４

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　メール　miyake‐yasumasa@edu.pref.shimane.jp

吉賀町民プール監視員の募集について

夏休みのプール開放に伴い、プールの監視員を募集します。

【勤務期間】７月２１日（火）～８月７日（金）※但し、「土、日、祝日」は休場。数日のみの勤務可。

【勤務時間】１２時３０分～１６時００分

【勤務場所】吉賀町民プール（吉賀町六日市７４８番地）

【募集条件】満１８才以上、健康で泳げる方。救急救命講習を受講すること。（別途講習会を実施予定。勤務扱い。）

【募集人数】若干名（１日３名体制勤務）

【応募方法】教育委員会へ連絡のうえ、申込書を提出してください。

【報 酬 等】日額５，２００円。通勤手当相当額の支給有（勤務地から二キロ以上に限る）

【応募締切】６月２６日（金）

【問 合 せ】吉賀町教育委員会　担当：山本　☎０８５６‐７７‐１２８５
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行政相談所開設について

　吉賀町の行政相談委員が、住民の皆様から国の行政などへの意見・要望等を受け付け、その解決のための助言や関係機

関に対する通知等を行います。相談は無料です。お気軽にお越しください。

【日時】令和８年６月１２日（金）午前１０時～正午まで

【場所】吉賀町福祉センター（吉賀町六日市５８０－４）

司法書士無料法律相談について

　遺産相続、遺言、不動産売買、名義変更、お金の貸し借り、ローンの返済、裁判、調停、成年後見等高齢者の財産管理、

悪質商法など、さまざまな法律相談に応じます。相続登記でお悩みの方はこの機会にぜひご相談ください。

【電話相談】※随時受付

　連 絡 先：☎０８５２－６０－９２１１

　受付期間：月・火・木　正午～午後３時まで

【面談相談】※完全予約制

　日　　時：６月１８日（木）午後１時～午後５時まで

　面談場所：益田市人権センターあすなろ館（益田市須子町３－１）

　予約方法：電話相談と同じ連絡先に電話して予約を行ってください。

石見法律相談センター　一斉相談会（弁護士法律相談）について

【日　　時】６月５日（金）午前１０時～正午まで、午後１時～午後４時まで

【会　　場】益田市人権センター（益田市須子町３－１）

【相談時間】４０分以内

【予約方法】石見法律相談センターに電話で申し込み　☎０８５５－２２－４５１４

【相談料金】原則無料（３回目の継続相談から有料になり、相談料５千円）

お知らせ
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図書だより
町立図書館・柿木公民館

≪図書館利用状況４月≫

●貸出総数　２０９９冊

●貸出人数　　３４０人

●来館者数　　５３１人

[ ６月の休館日と返却ポスト ]

・毎月曜日と祝日は休館

地域の公民館に返却ポストがあります。ご利用ください。

【令和７年度の図書館利用】
　令和７年度の図書館の利用状況をお伝えします。蔵書総数は約８万５千冊あり、その内一般図書が約５万冊、児童図書

　が３万５千冊です。他には、ＣＤとＤＶＤや月刊の雑誌などもあります。利用者登録数は人口の２１％の方が利用者カー

　ドを作っておられます。年間の貸出総数は、約３万６千冊です。その中には町内の学校や保育所、福祉施設などの利用

　も含まれています。移動図書館車みたい号が走っているところを見られたことはありませんか。黄緑色の車体にたのし

　いイラストが描かれています。どうぞ今年度もご来館いただき、読書を楽しんでください。

吉賀町立図書館

柿木公民館

夏に向けて衣替えの季節となります。家庭で衣替えをするなら、晴れて空気が乾燥している日がベスト。のんびりしてい

ると梅雨になってしまうので注意です。制服があるところは、ほとんどがこの日から夏服にかわります。どこもエアコン

が完備され、季節感が薄れつつある現在、季節の移り変わりを意識できる、風情のある行事なのです。

【今月の本の紹介】
　人は話し方が９割　　　　　　　永松　茂久

　時間をムダにしない人の習慣　　堀田　秀吾

　仕事は計画が１０割　　　　　　西村　信行

　窓ぎわのトットちゃん　　　　　黒柳　徹子

　続　窓ぎわのトットちゃん　　　黒柳　徹子

　スピノザの診察室　　　　　　　夏川　草介

　クスノキの番人　　　　　　　　東野　圭吾

　クスノキの女神　　　　　　　　東野　圭吾

　やくろじかのおはなし　　　　　沼崎　ことり

　うちのピーマン　　　　　　　　川之上　英子・健

　なんだっけ・・・？　　　　　　たなか　しん

　少年とクスノキ　　　　　　　　東野　圭吾

開 館 日：火～金曜日及び毎月第２・４の土日

開館時間：９時～１６時

休 館 日：毎月曜日と祝日

【島根県立図書館の図書交換】
　５月下旬に島根県立図書館の図書を入れ替えます。一般図書と児童図書を合わせて約５百冊の入れ替えになります。

　利用者の方に人気のコーナーです。ぜひご覧ください。

　県立図書館の図書は、一般書は受付前の書架に並び、児童図書は児童コーナーの絵本書架の辺りに並べています。
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《
寄
稿
》

こ
れ
！
神
の
悪
戯
？

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

竹
中　

和
博

　

世
の
中
に
は
神
の
悪
戯
か
と
思
わ
れ
る
事
が

時
々
起
こ
り
ま
す
。

　

ス
ポ
ー
ツ
の
世
界
で
も
…
と
く
に
野
球
で
は

後
一
ア
ウ
ト
で
勝
つ
と
言
う
時
、
何
ん
で
も
な

い
セ
ン
タ
ー
フ
ラ
イ
を
落
と
し
て
し
ま
っ
て
ラ

ン
ニ
ン
グ
ホ
ー
ム
ラ
ン
で
サ
ヨ
ナ
ラ
負
け
と

な
っ
た
り
、
サ
ッ
カ
ー
で
も
ド
ー
ハ
の
悲
劇
な

る
も
の
も
起
っ
て
い
ま
す
。

　

そ
し
て
最
近
の
悩
み
の
種
の
一
つ
、
米
国
、

イ
ス
ラ
エ
ル
と
イ
ラ
ン
の
交
戦
す
る
姿
が
毎
日

報
道
さ
れ
て
い
る
こ
と
で
す
。
ペ
ル
シ
ャ
湾
の

形
を
見
る
毎
に
神
様
は
何
故
あ
の
様
に
狭
い
ホ

ル
ム
ズ
海
峡
を
お
造
り
な
っ
た
の
か
と
思
っ
て

不
思
議
で
な
り
ま
せ
ん
。
私
達
も
何
か
困
難
な

事
が
有
れ
ば
自
然
と
手
を
合
わ
せ
て
い
い
方
向

に
行
く
よ
う
に
祈
り
ま
す
。

　

し
か
し
真
正
直
な
神
ば
か
り
で
は
な
い
ら
し

く
、
時
々
悪
戯
心
が
出
る
の
か
、
試
練
を
与
え

て
も
っ
と
頑
張
れ
と
言
わ
れ
て
い
る
の
か
ど
う

か
分
か
り
ま
せ
ん
が
、
普
通
で
は
考
え
ら
れ
な

い
方
へ
運
を
導
か
れ
ま
す
。

　

人
間
の
思
い
通
り
に
は
仲
々
し
て
も
ら
え
ま

せ
ん
。
全
て
は
我
が
身
の
日
頃
の
行
い
の
せ
い

な
の
で
し
ょ
う
け
ど
…
そ
れ
に
し
て
も
何
故
ホ

ル
ム
ズ
海
峡
は
あ
ん
な
に
狭
い
の
…

皆
さ
ん
も
色
々
考
え
て
見
て
下
さ
れ
ば
神
の

「
い
た
ず
ら
」
的
な
地
形
と
か
、
現
象
と
か
沢
山

有
る
と
思
い
ま
す
。
そ
ん
な
事
を
考
え
る
と
面

白
い
で
す
よ
。

　

《
寄
稿
》

郷
里
回
想
録
三
十
三
（
後
編
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

橋
本　

雅
夫

　

他
種
々
の
伝
承
も
見
聞
さ
れ
る
。
既
述
の
如

く
是
等
は
御
当
地
の
古
泓
家
旧
家
が
昭
和
20
年

代
後
半
迄
存
続
し
語
説
な
れ
ば
最
も
其
の
郡
家

御
役
所
の
名
残
を
留
め
て
い
る
と
云
う
続
説
も

幾
度
か
経
眼
も
す
。
是
又
事
實
今
を
去
る
昭
和

20
年
末
実
在
の
大
規
模
の
構
築
の
屋
根
の
高
く

長
い
、
茅
で
覆
っ
た
大
屋
根
、
又
、
廣
々
と
し

た
御
屋
敷
、
其
の
周
囲
は
生
垣
で
囲
繞
更
に
井

戸
・
厠
・
御
風
呂
場
に
至
っ
て
は
無
論
是
等
は

別
棟
形
式
を
取
り
他
は
常
々
に
用
水
た
る
は
實

に
鮮
明
な
る
深
山
谷
川
よ
り
流
れ
出
ず
る
真
水

を
二
段
様
式
の
池
に
配
し
て
い
た
。
是
等
は
實

際
に
幼
少
期
折
り
に
振
れ
て
見
聞
上
の
事
で
は

あ
り
従
っ
て
記
憶
に
真
新
し
く
今
現
に
思
え
ば

感
慨
深
い
も
の
の
一
つ
で
も
あ
る
。
尚
、
又
、

惜
し
む
ら
く
此
の
期
・
中
世
当
り
も
含
め
当
節

に
至
っ
て
は
其
の
文
献
あ
る
い
は
各
々
関
係

資
料
、
又
、
由
来
物
等
す
べ
て
無
く
実
質
皆
無

状
態
で
あ
る
が
得
て
し
て
現
今
と
て
定
む
る
べ

く
、
遺
物
・
遺
跡
更
に
是
に
関
す
る
諸
々
物
件

類
を
も
の
一
つ
で
も
と
東
奔
西
走
傾
注
余
念
無

き
も
視
野
に
思
案
促
す
こ
の
昨
今
で
は
あ
る
。

　

此
の
様
に
当
町
に
は
相
当
古
と
云
ふ
べ
き
過

去
す
ば
ら
し
い
歴
史
が
あ
る
が
其
の
裏
付
け
と

し
て
、
確
た
る
決
め
て
と
成
る
文
献
・
現
状
形

跡
等
が
存
在
実
在
し
な
い
中
に
置
い
て
、
か
た

や
一
方
は
歴
史
的
あ
る
い
は
学
問
上
其
の
位
置

付
け
が
立
証
さ
れ
な
い
現
世
で
も
あ
る
。
従
っ

て
、
誇
れ
る
そ
し
て
勝
れ
た
郷
土
史
等
々
、
又
、

文
化
財
そ
し
て
文
化
遺
産
・
直
続
観
光
資
源
と

し
て
其
の
多
分
な
る
、
素
晴
ら
し
い
要
素
を
含

有
し
つ
つ
も
現
実
化
し
得
な
い
事
実
、
つ
ま
り
、

日
の
目
を
も
帯
び
ず
隠
れ
た
存
在
の
中
に
實
に

顕
著
・
一
貴
重
な
る
歴
史
の
一
端
が
存
在
過
去

を
も
如
実
に
位
置
付
け
る
是
等
一
貫
と
し
て
囂

し
く
も
身
上
是
非
共
々
に
後
世
の
御
方
々
の
御

見
逸
れ
益
々
の
御
研
讃
を
切
望
し
て
已
ま
な
い

早
春
の
日
で
は
あ
る
…
。

ちょうみんひろば

起
立
し
て
最
初
の
返
事
入
学
式

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

平
岡　

雅
子

物
干
し
の
影
一
本
や
春
障
子

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

三
浦　

一
美

吉
賀
路
の
山
そ
こ
こ
こ
に
咲
く
辛
夷

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

齋
藤　

ツ
ル
子

直
線
の
影
よ
り
来
る
燕
か
な

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

青
木　

道
子

　《
俳
句
》

菜
の
花
の
咲
く
小
径
行
く
ラ
ン
ド
セ
ル

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

石
井　

恵
美
子

早
春
や
鳴
ら
ぬ
口
笛
吹
き
土
手
を
行
く

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

橋
本　

雅
夫

水
ぬ
る
む
浅
瀬
に
集
う
鮔
の
群
れ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

安
村　

ツ
ト
メ

さ
く
さ
く
と
草
刈
る
兄
は
左
利
き

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

田
村　

民
子

つ
ば
く
ろ
や
宙
舞
う
姿
グ
ラ
イ
ダ
ー

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

村
上　

毅

新
緑
に
抱
く
お
骨
や
百
ヶ
日

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

長
峯　

辰
雄

空
っ
ぽ
の
教
室
花
の
匂
ひ
か
な

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

村
田　

綾
美

グ
ラ
ス
手
に
ポ
ー
ル
モ
ー
リ
ア
と
里
桜

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

竹
中　

和
博

ほ
ぐ
れ
る
や
桜
の
色
に
寄
せ
ら
る
る

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

糟
谷　

圭
子

吾
の
ま
わ
り
舞
ふ
初
蝶
や
母
か
も
と

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

山
﨑　

美
智
子

　
《
川
柳
》

友
の
星
見
て
る
か
桜
三
回
忌
す
ぐ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

竹
中　

和
博

減
っ
て
ほ
し
い
お
金
ふ
え
て
ほ
し
い
加
齢
ア
ッ
逆

か　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

橋
本　

雅
夫

足
腰
も
年
に
は
勝
て
ぬ
老
い
の
道

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

村
上　

毅

み
名
と
な
へ
称
ふ
ば
か
り
の
母
の
前

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

長
峯　

辰
雄

旅
立
っ
て
は
な
れ
行
く
孫
に
目
頭
が

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

水
上　

健
二

悩
み
事
悩
ん
だ
末
に
ケ
セ
ラ
セ
ラ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

寺
戸　

美
瑳
子

さ
く
ら
咲
き
心
う
き
う
き
新
年
度

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

大
庭　

和
子

名
も
持
た
ぬ
草
に
も
露
の
ひ
か
り
け
り

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

田
村　

民
子

仲
良
く
ね
言
っ
た
側
か
ら
取
り
合
い
に

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

折
口　

沙
羅

は
げ
頭
床
屋
こ
ま
ら
す
ど
こ
を
切
る

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

岩
上　

武
史

雨
降
っ
て
踊
り
子
草
が
舞
踏
会

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

池
下　

邦
枝



27　　広報よしか　2026 年 6 月号　№ 248

庭
先
に
春
が
来
た
と
一
輪
草

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

石
村　

菊
夫

楽
し
も
う
親
子
ふ
れ
あ
い
狭
い
風
呂

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

折
口　

篤
志

ふ
れ
あ
い
を
す
る
相
手
も
減
っ
た
過
疎
の
町

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

澤　

三
智
代

物
価
高
ビ
ー
ル
だ
け
で
も
や
め
と
こ
か

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

石
井　

恵
美
子

ちょうみんひろば

お
悔
み
～
や
す
ら
か
に
～
（
４
月
届
出
）

　

能
美　

由
美
子　

さ
ん　

96
歳　
　

真
田

　

宮
本　

勝
子　
　

さ
ん　

105
歳　
　

幸
地

　

大
庭　

ヨ
シ
子　

さ
ん　

91
歳　
　

樋
口

　

茅
原　

武
士　
　

さ
ん　

90
歳　
　

真
田

　

齋
藤　

明
義　
　

さ
ん　

99
歳　
　

柿
木

　

永
安　

測　
　
　

さ
ん　

88
歳　
　

大
野
原

　

村
上　

鶴
子　
　

さ
ん　

90
歳　
　

白
谷

　
　

同
意
が
得
ら
れ
た
方
の
み
記
載
し
て
い
ま
す
。

出
生
～
す
こ
や
か
に
～
（
４
月
届
出
）

　

糟
谷　

明
輝
（
あ
き
）
さ
ん

　
　
　
　
　

通
輔
・
楓
さ
ん
の
子　
　

真
田

応
募
方
法
と
お
知
ら
せ

●
毎
月
１
日
ま
で
に
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

●
寄
稿
は
500
字
以
内
と
し
、
超
え
る
も
の
は
掲
載
を
見
送
り

　

ま
す
。

●
楷
書
で
略
字
を
使
わ
ず
、
常
用
漢
字
を
用
い
て
ふ
り
が
な

　

を
振
っ
て
く
だ
い
。

●
応
募
作
品
は
、
基
本
的
に
原
文
の
ま
ま
記
載
し
ま
す
が
、

　

原
文
の
意
味
を
損
な
わ
な
い
範
囲
で
修
正
す
る
場
合
が
あ

　

り
ま
す
。

●
作
品
の
内
容
に
よ
っ
て
は
掲
載
し
な
い
場
合
が
あ
り
ま
す
。

●
応
募
多
数
の
場
合
等
は
掲
載
し
な
い
場
合
が
あ
り
ま
す
。

●
希
望
の
コ
ー
ナ
ー
名
を
記
載
く
だ
さ
い
。

●
掲
載
の
有
無
は
連
絡
い
た
し
ま
せ
ん
。

　

《
短
歌
》

母
と
娘
が
宮
司
舞
見
る
祈
念
祭

　

黄
金
の
波
を
ね
ご
う
眼
差

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

竹
中　

和
博

あ
し
び
き
の
つ
れ
な
く
見
え
し
月
影
や

　

春
の
な
ご
り
か
あ
わ
雪
ぞ
降
る

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

橋
本　

雅
夫

拗
る
子
を
自
転
車
に
乗
せ

　

輪
立
の
雪
道
で
ス
カ
イ
ダ
イ
ビ
ン
グ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

田
村　

民
子

退
院
を
待
っ
て
て
く
れ
た
ち
い
さ
な
集
い

　

即
お
し
ゃ
べ
り
で
元
気
い
っ
ぱ
い

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

中
村　

恵
己
子

合
格
を
言
う
十
八
の
声
は
も
う

　

次
の
目
標
一
つ
か
か
げ
て

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

北
野　

令
子

遥
か
先
真
す
ぐ
に
伸
び
る
農
道
に

　

圃
場
整
備
の
頼
も
し
き
か
な

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

谷
尻　

和
好

遠
出
せ
し
母
を
背
負
ひ
て
帰
り
た
る

　

思
ひ
出
た
ぐ
り
胸
に
あ
た
た
む

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

長
峯　

辰
雄

吉賀町の人口・世帯数（令和 8年 4月 30 日現在）
　人口　5,349 人 (+10)　　男　2,591 人（+11）　　女　2,758 人（-1）　　世帯数　2,899 世帯（+16）
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